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【新旧対照表】那須岳火山噴火緊急減災対策砂防計画（基礎資料編） 
該当箇所 更新後 現行 

1.3.3 防災上重

要な道路、官公

署など 
 

1.3.3 防災上重要な道路、市町村役場・避難所など 
那須岳周辺の主要道路は南東山麓部を東北自動車道と国道 4 号がほぼ並行して横

断している。また国道 289 号が白河市から阿武隈川に沿って那須火山群の北部を横切

っている。 
那須湯本や茶臼岳ロープウェイ駅と麓を結ぶ観光道路として、那須塩原市から県道

那須高原線、那須町からは湯本漆塚線が、中腹部を横断する那須西郷線が走っている。

これらの道路網は避難路や工事車両の運搬路として使用される可能性がある。 
また、災害発生時の拠点となりうる市町村役場や地域防災計画に定められた避難所

は南東から東及び北西に分布している。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-17 防災上重要な道路 
 

1.3.3 防災上重要な道路、官公署など 
那須岳周辺の主要道路は南東山麓部を東北自動車道と国道 4 号がほぼ並行して横断

している。また国道 289 号が白河市から阿武隈川に沿って那須火山群の北部を横切っ

ている。 
那須湯本や茶臼岳ロープウェイ駅と麓を結ぶ観光道路として、那須塩原市から県道那

須高原線、那須町からは湯本漆塚線が、中腹部を横断する那須西郷線が走っている。

これらの道路網は避難路や工事車両の運搬路として使用される可能性がある。 
また、災害発生時の拠点や避難場所となりうる官公署、公民館等は南東山麓に点在し

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-16 防災上重要な道路 
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【新旧対照表】那須岳火山噴火緊急減災対策砂防計画（基礎資料編） 

該当箇所 更新後 現行 
1.3.3 防災上重

要な道路、官公

署など 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-18 市町村役場・避難所位置図 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1-17 主要な官公署位置図 
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【新旧対照表】那須岳火山噴火緊急減災対策砂防計画（基礎資料編） 
該当箇所 更新後 現行 

1.4 防災対策の

現状 
1.4.1 火山・土砂

移動の監視観測

体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.4.1 火山・土砂移動の監視観測体制 
栃木県の砂防部局では、平成 4 年度より行われた火山監視システムの検討に基づ

き、平成 7 年度以降機器の整備を行い、観測を継続している。また、現在、那須岳で

は、気象庁の常時観測火山として地震計、傾斜計、空振計、GNSS、監視カメラによ

る監視観測が行われている。 
（1）栃木県による火山・土砂移動の監視観測体制 
栃木県の砂防部局では、平成 4 年度から検討された火山監視システムの計画に基づき、

平成 7 年度以降に火山・土砂移動の監視観測機器の整備を行い、観測を継続している。 
表 1-4 に那須岳火山監視システムの観測項目一覧を、図 1-19 に火山・土砂移動の

監視観測の機器配置図を示す。監視カメラといった火山活動の監視を主眼に置いた機

器は、山頂部をかこむ 4 箇所に設置されている。 
 
表 1-4 火山・土砂移動の監視観測機器の設置目的と機能・役割及び栃木県（砂防部

局）の整備状況 

機器種別 目的・機能・役割 現 在 の 
設置基数 

監 視 カ メ

ラ 
噴気量の変化や火山噴火時の噴煙の高さ、降灰量の変化

など噴火状況の推移及び渓流の土砂移動を把握する。 2 基 

降灰量計 土石流発生の誘因となる降灰量を把握し、土石流発生箇

所、規模を想定する。 なし 

土 砂 移 動

検 知 セ ン

サー 

土砂の流下に伴うセンサー切断（ワイヤーセンサー）、

振動（振動センサー）、音響（音響センサー）などによ

り土砂の流下を検知する。 
なし 

雨量計 地上設置型の雨量計により、那須岳周辺の降雨特性を把

握する。 4 基 

X バンドレーダーにより、局地的な集中豪雨等への監視

を行う なし 

水位計 河川に流入する土石流・火山泥流の水位・流速の経時変

化を把握する。 
2 基 

積雪計 火山活動時の積雪深把握、那須周辺の積雪特性を把握す

る。 
5 基 

上記以外に気象予測、道路、河川、ダム管理等を目的として、関係機関により以下
の観測機器が設置されている。 
・雨量計：栃木県 1 基（河川部局）、福島県 3 基（河川部局：2 基、道路部局：1 基）、

気象庁 1 基、国土交通省 2 基 
・X バンドレーダー：国土交通省 1 基 
・水位計：栃木県 1 基（農政部局） 
・積雪計：気象庁 1 基 
 

1.4.1 火山監視観測体制 
栃木県の砂防部局では、平成 4 年度より行われた火山監視システムの検討に基づ

き、平成 7 年度以降機器の整備を行い、観測を継続している。また、現在、那須岳で

は、気象庁の常時観測火山として地震計、空振計、GPS、遠望カメラによる監視観測

が行われている。 
(1)栃木県による監視観測体制 
栃木県の砂防部局では、平成 4 年度から検討された火山監視システムの計画に基づ

き、平成 7 年度以降に機器の整備を行い、観測を継続している。 
表 1.4、表 1.5 に那須岳火山監視システムの観測項目一覧を、図 1-18 に機器配置図

を示す。監視カメラや空振計といった火山活動の監視を主眼に置いた機器は、集中観

測局として山頂部をかこむ 4 箇所に設置されている。また、ワイヤセンサ等の土石流

の発生を検知することを目的とした機器が、主要な渓流に設置されている。 
 

表 1.4 監視機器の設置目的と機能・役割 

機器種別 目的・機能・役割 現在の 
設置基数 

遠望カメラ 噴気量の変化や火山噴火時の噴煙の高さ、降灰量の変化

など噴火状況の推移を把握する。 
２基 

降灰量計 土石流発生の誘因となる降灰量を把握し、土石流発生箇

所、規模を想定する。 
なし 

土砂移動 
検知機器 

土砂の流下に伴うセンサー切断（ワイヤーセンサー）、振

動（振動センサー）、音響（音響センサ－）などにより土

砂の流下を検知する。 

８基 

雨量計 地上設置型の雨量計により、那須岳周辺の降雨特性を把

握する。 
９基 

Ｘバンドレーダーにより、局地的な集中豪雨等への監視

を行う。 
なし 

水位計 河川に流入する土石流・火山泥流の水位・流速の経時変

化を把握する。 
２基 

積雪深計 火山活動時の積雪深把握、那須周辺の積雪特性を把握す

る。 
４基 

※福島県（那須岳周辺）は雨量計以外については未設置 
 

  



 21

【新旧対照表】那須岳火山噴火緊急減災対策砂防計画（基礎資料編） 
該当箇所 更新後 現行 

1.4.1 火山・土砂

移動の監視観測

体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
現行計画の記載に対応するページは更新後にはありません 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1.5 那須岳火山監視システム 観測項目一覧 
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【新旧対照表】那須岳火山噴火緊急減災対策砂防計画（基礎資料編） 
該当箇所 更新後 現行 

1.4.1 火山・土砂

移動の監視観測

体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1-19 現況の火山・土砂移動の監視観測機器配置図 （令和 3 年 2 月現在） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-18 現況観測機器配置図 （平成 24 年 2 月現在） 
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【新旧対照表】那須岳火山噴火緊急減災対策砂防計画（基礎資料編） 
該当箇所 更新後 現行 

1.4.1 火山・土砂

移動の監視観測

体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-20 那須岳火山監視システムの概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-19 観測システムの概要（栃木県地域防災計画（H22.6）より） 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



 24

【新旧対照表】那須岳火山噴火緊急減災対策砂防計画（基礎資料編） 
該当箇所 更新後 現行 

1.4.1 火山・土砂

移動の監視観測

体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

那須岳火山監視システムの観測データのうち、監視カメラ画像と雨量情報について

は、栃木県の web サイト（リアルタイム雨量河川水位観測情報※）で一般に公開され

ている。また、栃木県所有の那須岳監視カメラ（那須岳共同牧場、那須岳ロープウェ

イ）の映像が日光砂防事務所に共有され公開されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-21 監視カメラ画像の配信状況 
 

※） https://www.dif.pref.tochigi.lg.jp/index.asp 

那須岳火山監視システムの観測データのうち、監視カメラ画像と雨量情報について

は、栃木県の web サイト（リアルタイム雨量 河川水位観測情報 ※）で一般に公開

されている。また、振動計・空振計の観測データは、インターネット回線を利用し、

気象台および宇都宮大学へ提供している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-20 監視カメラ画像の配信状況 
 

※） http://www.dif.pref.tochigi.lg.jp/index.asp 
 

  



 25

【新旧対照表】那須岳火山噴火緊急減災対策砂防計画（基礎資料編） 
該当箇所 更新後 現行 

1.4.1 火山・土砂

移動の監視観測

体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-22 雨量情報の配信状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-21 雨量情報の配信状況 
 
 

  



 26

【新旧対照表】那須岳火山噴火緊急減災対策砂防計画（基礎資料編） 
該当箇所 更新後 現行 

1.4.1 火山・土砂

移動の監視観測

体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2)関係機関による監視観測体制 
関係機関では、地震計、空振計、GNSS、監視カメラを設置し、那須岳の火山活動の

監視・観測を行っている。表 1-5 に観測機器一覧表を、図 1-23 に機器配置図を示す。 
観測結果は、火山活動解説資料として気象庁 web サイトで公表されている。 

 
表 1-5 関係機関の火山活動監視機器の設置目的と機能・役割 

機器種別 機能・役割 現在の設置基数 

地震計 

火山性地震・微動の回数等の変化や震動波形の

解析により、火山の活動状況や現象を解析する

ことを目的に設置。火山泥流、土石流発生による

土砂移動も検知できる可能性がある 

気象庁：3基 

防災科研：7基 

東北大学：1基 

傾斜計 
火山地域においてマグマ貫入などに伴う地殻

変動を捉える。 
気象庁：2基 

空振計 

爆発的噴火に伴い発生する空振（空気の粗密

波）を観測することにより、噴火の発生を確信す

ることを目的に設置。  

夜間や悪天候においても火山活動の監視が可

能である（監視カメラの機能を補完する役割が

ある）。 

気象庁：2基 

GNSS 

火山活動域周辺の狭い領域において、定まった

観測点に GNSS 観測装置を設置し、ローカルな領

域での地殻変動を観測することで、火山活動の

状態を監視する。 

気象庁：3基 

国土地理院：1基 

監視カメラ 
噴気量の変化や火山噴火時の噴煙の高さ、降灰

量の変化など噴火状況の推移を把握する。 
気象庁：2基 

風向・風速 

火山灰が降下する方向と範囲を想定するため、

上空の風向・風速を周辺の観測所で把握する。高

層気象観測（ラジオゾンデ）は全国で 16 箇所、

ウィンドプロファイラによる風向風速の電波観

測は 33箇所で実施されている。 

気象庁： 

館野：ラジオゾンデ 

水戸：ウィンドプロ

ファイラ 

（令和 3 年 2 月現在） 
 

(2)関係機関による監視観測体制 
関係機関では、地震計、空振計、GPS、遠望カメラを設置し、那須岳の火山活動の

監視・観測を行っている。表 1.6 に観測機器一覧表を、図 1-22 に機器配置図を示す。 
観測結果は、火山活動解説資料として気象庁 web サイトで公表されている。 

 
表 1.6 関係機関の火山活動監視機器の設置目的と機能・役割 

機器種別 機能・役割 現在の設置基数 

地震計 

火山性地震・微動の回数の変化や震動の

波形の解析により、火山活動の状況や噴

火現象を解析することを目的に設置、ま

た火山泥流、土石流発生を確認する土砂

移動検知センサーとしても活用される。 

気象庁：２基 
防災科研：６基 

傾斜計 火山地域においてマグマ貫入などに伴う

地盤挙動変化を捉える。 気象庁：１基 

空振計 

爆発的噴火に伴い発生する空振（空気の

粗密波）を観測することにより、噴火の発

生を確信することを目的に設置。夜間や

悪天候においても火山活動の監視が可能

である（監視カメラの機能を補完する役

割がある）。 

気象庁：２基 
栃木県：３基 

ＧＰＳ 

火山活動域周辺の狭い領域において、定

まった観測点にＧＰＳ観測装置を設置

し、ローカルな領域での地殻変形を観測

することで、火山活動の状態を監視する。

気象庁：４基 

遠望カメラ 
噴気量の変化や火山噴火時の噴煙の高

さ、降灰量の変化など噴火状況の推移を

把握する。 
気象庁：１基 

積雪深計 火山活動時の積雪深把握、那須周辺の積

雪特性を把握する。 気象庁：１基 

雨量計 地上設置型の雨量計を主体に、那須周辺

の降雨特性を把握する 気象庁：１基 

風向・風速 

火山灰が降下する方向と範囲を想定する
ため、上空の風向・風速を周辺の観測所で
把握する。高層気象観測（ラジオゾンデ）
は全国で 16 箇所、ウィンドプロファイラ
による風向風速の電波観測は31箇所で実
施されている。 

気象庁： 
（館野：ラジオゾンデ
水戸：ウィンドプロフ
ァイラ） 

（平成 24 年 2 月現在） 
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【新旧対照表】那須岳火山噴火緊急減災対策砂防計画（基礎資料編） 
該当箇所 更新後 現行 

1.4.1 火山・土砂

移動の監視観測

体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-23 関係機関の観測機器位置 （令和 3 年 2 月時点） 
出典：気象庁 Web サイト 

（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/301_Nasudake/301_Obs_points.html） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-22 関係機関の観測機器位置 （平成 24 年 2 月現在） 

  




